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主 論 文

高校生の生体負担度の研究

３－

　義務教育や高等教育の普及に伴う教育水準の向上により高校生の数は年々増

加して，現在では全国でおよそ440万人にな。ている。高校生は年令的に精神

・身体の著しい成長期にあたり，思春期ともいわれる複雑な心身上の特徴を有

しているo更に高校生の４割は大学進学を希望し，その多くの人は受験勉強下

にあり精神・身体上の負担となっていると考えられる。このような高校生の健

康増進のための基礎資料として，生体負担度に影響を与える因子を追求しよう

と試みた。

　第１報ではスポーツ負荷による生体負担度を中心として，第２報では自覚症

状の訴え率及び訴え数と生活時間との関連を中心として研究した。

第１編　高校生のスポーツによる生体負担度について

　高校生の運動負荷に伴う生体負担度のうちでは，スポーツ，特に発育期にあ

る中・高校生の課外活動としてのスポーツによる生体負担度は生徒の健康管理

上重要な問題であるo

　著者は，筋肉労働による生体負担度の尿による測定法として広く用いられて

いるにドナジオ反応を用いて測定を行ったo

　測定法としては，従来ドナジオ陽性物質の単位時間内の排泄量としての力価

（titer）で示す方法が最も適当であるとされているが，著者は簡便法としてス

ポット尿を用い，比重補正値をtiterで示す方法を検討した。そして某工業高

校の野球部と剣道部の選手の練習前後の尿について，蓄積疲労を中心として生
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体負担度を調査した。

　　　材料及び方法

　某工業高校の野球部と剣道部の選手の練習前後の尿及び岡山大学医学部基礎

系教室勤務者の勤務前後の尿を用いて，ドナジオ・佐藤の標準法，及びスポッ

ト尿による尿比重補正ドナジオ値測定法（著者改良法）によってドナジオ値を

測定した。この尿比重補正ドナジ才値は以下の如くにして算出される。

　　　　『ドｆりオ測定値×』!jl?9ﾘ!斤･〕　＼

　スポーツ練習前後の尿蛋白（ミオグロビン等）の測定は尿濃縮後，カウンタ

ー電気泳動法によって行・た。

　自覚疲労調査は。日本産業衛生協会産業疲労研究会の「自覚症状しらべ」の

３ｏ項目を用いて，スポーツ練習前後に行ったo

　　　結果及び考察

　著者の考案したスポッ,ﾄ尿の尿比重補正ドナジオ値は，従来のドナジオ陽性

物質の１分間排出量を求める標準法とよい相関を示すので，簡便法として利用

できることが認められたo

　剣道部の選手の練習前のドナジオ反応比重補正値が高く，著積疲労の煩向が

みられたo

　カウンター電気泳動法によ，て運動前尿にHH，Zna2，ミオグロビンが認め

られ｡Znα2とミオグロビンは運動後尿に増化しているｏ運動前尿･のミオグロ

ビンの存在は生徒の運動負荷後に蓄積疲労の存在することを明かにするもので

ある。

　それ故，練習中には生徒が慢性疲労の状態にならないように充分な対策が必
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要であると考えられるｏ

第２報　高校生の疲労自覚症状について

－５

　高校生の生活時聞には学校生活に加えて，自宅学習を考慮する必要があり，

制約された構成を示している。そして一般社会人が勤務が終って帰宅以後は休

息を取る生活形態とは異なった生体負担度の変化が考えられる。それ故に，通

学，授業，クラブ活動，自宅学習，睡眠を一環としての生体負担度の日内変動

を自覚症状の訴え率の面より，性別，学年別，学期別に調べると共に，生活時

間と自覚症状の訴え数との相関係数を検討した。

　　　材料と方法

　某進学高校の各学年の男女とその高校の専攻科（高校卒業後，短大課程の教

育が行なわれており，女子のみ）１年生の自覚症状を，日本産業疲労研究会の

「自覚症状しらべ」の３０項目を用いて調査したoこの調査表はＡ，Ｂ，Ｃ３

群の各ｌｏ項目から成っており，調査時点においてそれぞれの項目に該当する。

しないoを記入させる２段階評定法のものである。Ａ群は「ねむけとだるさ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

の成分，Ｂ群は「注意集中力の困難」の成分，Ｃ群は「局在した身体違和感」
　　　一　　　　　　一

の成分に当ると考えられているo従来の調査では調査時点が授業前,と授業後の

みであったが,゛今回は自宅学習を考慮して就寝前の調査を加えて全日を通して

の自覚症状の訴え率の変化を学期毎に１年間調査した。

　有訴率の有意差の測定は各人の訴え率を算出レsin-∂･で変換後，ｔ検定を

行なった。また生活時間と訴え数との関連については，相関係数並びに単回帰

及び重回帰係数の算出を行なったo計算はすべて電子計算機（NEA（y22oo-5oo）

を使用して行なったo
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　　　結果及び考察

　どの調査時点にも共通して訴え率の高い項目は，「あくぴがでる」と「ねむ

い」の２項目であり，高校生にはねむけの有訴者が多いと考えられる。

　男女別比較では；男子が女子よりも自覚症状の訴え率が有意に高かった。即

ちＡ群とＢ群の訴え率が授業後と就寝前において高いことが認められた。

　学年別比較では；３年生の男子が明らかに他の学年男子よりもＡ群とＢ群の

訴え率が有意に高かったo2年生女子と３年生女子との聞に訴え率の有意差は

認められなかったo

　各学年女子と専攻科１年生との比較では；訴え率が全体的に各学年の女子は

専攻科１年生より有意に高か・た。Ａ群については２年生と３年生が就寝前に

おいて，Ｂ屏についてはどの学年も授業前と就寝前において専攻科１年生より

も訴え率が高く，授業と自宅学習の影響が考えられたo

　各学年，各学期を通じて生活時間と疲労の有訴数との相関係数は比較的低か

ったが，その中では自宅学習による相関係数の比較的高い例が多か，た。なお，

生活時間を４つの因子に分け，これと疲労の有訴数との関係を重回帰で解析す

ると，重相関係数は相関係数より高い値を示した。それ故，疲労の有訴数に影

響する生活時間の要因は１因子のみでないことが推定され｡たo

　以上を総丿括すると，生活時間は疲労の有訴数に影響を与えていると考えられ

る･o’　　　/　　－
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参　考　論　文
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タイ国パコダ農場住民の日本脳炎血球凝集抑制抗体価につい

て

　日本脳炎は蚊を媒介として動物より人間に伝染する疾患であり，日本をはじ

めとして，ソ連，韓国，台湾，インド，ベトナム，ボルネオでウィルスの分離

が，タイとフィリピンでは抗体の検出がなされている。著者等はタイ国カンチ

ャナブリ県パコダ農場における日本脳炎抗体の分布の現状と今後の日本脳炎流

行に役立てるため，1973年８月現地におもむき住民の日本脳炎血球凝集反応

抑制抗体価を測定し以下の成績を得た。即ち，タィ国パコダ農場の多くの住民

の血清中に高い日本脳炎血球凝集反応抑制抗体価が認められ，不順性感染の存

在が推定された｡゛

2.岡山市内某病院外来患者の日本脳炎血球凝集抑制抗体価につ

　　いて

　岡山市内に存在する某総合病院の外来患者の血清について日本脳炎の発生す

る季節以前に日本脳炎血球凝集抑制反応抗体価の測定を行って以下成績を得た。

即ち，岡山市内の某病院外来患者の日本脳炎の発生する季節以前の抗体価は１

：１ｏ以下の（陰性）が4 8.2％認められたo
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上記のとおり相違ありません。
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